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71 ハラスメントを起こさない組織づくり 
ハラスメント防止研修

１． パワーハラスメントへの知識と認識
　 (1) パワハラによる組織への危機的影響
　 (2) パワハラの定義と６つの類型
　 (3) 他人事ではない、誰もが陥るパワハラの危険性

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

◇ 個人ワーク ・ グループワーク ◇

4． やる気にさせる指導スキルの具体
　 (1) 自主性を養うコーチング指導
　 (2) 承認欲求を満たすと脳は最大限に活性化する
　 (3) “叱る”のは“改善提案”

◇ 個人ワーク ・ グループワーク ◇

2． パワーハラスメントはなぜ起きるのか？
　 (1) パワハラが起こる背景
　 (2) 怒りの連鎖で職場の風土が悪化する

3． パワハラを起こさないために
　 (1) 本当のコミュニケーション能力とは？
　 (2) “アンガーマネジメント”という試み

◇ 個人ワーク ・ グループワーク ◇

◇ グループワーク ◇

２． セクハラとは
　 (1) セクハラの定義
　 (2) だから難しい！　グレーゾーンへの認識

◇ グループワーク ◇

◇ グループ討議 ◇

3． パワハラとは
　 (1) パワハラの定義
　 (2) 他人事ではない！

4． 問題の背景にあるものは？
　 (1) 容易になくせないジェンダー、価値観
　 (2) 一番あやしい「私たちが若いときは」
　 (3) 衝動をコントロールするとは？

5． ハラスメントを予防するコミュニケーション能力
　 (1) リーダーの“宣言”と“反復”が決め手
　 (2) 情報収集と情報共有のための取組み
　 (3) 指導の際のコミュニケーションスキル

6． まとめ
　 ～ダイバーシティ化する職場のマネジメント～

1． “ハラスメント予防”への認識
　 (1) 社会のハラスメント状況を知る
　 (2) 組織への危機的影響

５． まとめ
　 ～働きがいのある職場をめざして～

全職員

講座料

時 間

資 料

半日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～12:00又は13:00～16:00　※ ご相談に応じます。

テキスト使用なし（レジュメ、シートを使用します）

　これだけハラスメント問題がメディアを騒がせ、認識が広まってきているにもかかわらず、その発生件数は上昇の一
途をたどっています。それは、ハラスメントに関する理解が漠然としたものにすぎず、正確に、あるいは具体的に把握さ
れていないからといえるでしょう。ハラスメントは、被害者・加害者の人生を傷つけることはもとより、職場環境と仕事の
成果にも大きな影響を与えます。モノが言いにくい職場風土では情報共有が滞り、業務の非効率化やミスの頻発、職員
の意欲低下等、組織力を大きくダウンさせることにつながります。
　この研修では、ハラスメントが起こる要因を分析しながら、その予防策として「良好な職場風土を作る方法」を学びま
す。また、防止策の一環として、“自らの衝動をマネジメントする”ことについても考察していきます。

研修のねらい

■ 各種ハラスメントに関する具体的な知識を習得します。

■ 自らが怒りの衝動に駆られたときの対処法を身に付けます。

■ 部下や後輩を、効果的に指導する方法を学びます。

講座料

時 間

資 料

6日間インターバル研修 960,000～1,200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）　※ 各研修につき1冊

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

新規採用職員のあなたが変える！
職場のスイッチ
新規採用職員研修 【前期＋後期 (フォロー) 】
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新規
採用

前
期 

（
仕
事
力
強
化
・ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
）

1 日 目 2 日 目 3 日 目

１． 学生と社会人の違い
◇ グループ討議 ◇

２． 自治体組織の一員として
◇ グループ討議 ・ ロールプレイング ◇

３． 職務の遂行者として
◇ グループ討議 ◇

４． 計画的な職務遂行
◇ グループ討議 ◇

5． 社会人基礎力とは
◇ グループ討議 ◇

6． 前に踏み出す力（アクション）
◇ 個人ワーク ・ グループ討議 ◇

7． 考え抜く力（シンキング）
◇ 個人ワーク ・ グループ討議 ◇

8． チームで働く力（チームワーク）

9． まとめと質疑応答

◇ 個人ワーク ・ グループ討議 ◇

1． 自治体組織にとってのビジネスマナーの重要性
◇ グループ討議 ・ 発表 ◇

2． 期待を超えるビジネスマナーの実践
◇ グループ討議 ・ ロールプレイング ◇

3． ＣＳ（住民満足）とは

4． 快 ・ 不快の３つの要因

5． ビジネスマナーの職場実践

6． まとめと質疑応答

◇ グループ討議 ・ 発表 ◇

◇ 個人ワーク ・ グループワーク ◇

　地方自治体は、職員減少、職務増大の時代にあって、新規採用職員は即戦力化をめざし、社会人基礎力を保有した社会人として一日
も早く組織に慣れてルールを理解し、業務を的確に遂行することが求められています。
　この研修では、前期と後期にインターバル期間を設けて実施し、自治体職員としての心構え及び基礎力を体得し、実際に職場で実践
できる能力を養成します。また、「表面的な知識」と「本質的な知識」の違い、「知っていること」と「できること」の違いを体感して、意識
改革（厳しさの実感）を促し、後期では、「できる」ようになるようフォローします。
　短時間のグループ討議を連続する研修方式を採用し、更にはグループ単位での課題演習やロールプレイングを実施することで、受
講者の「前のめり」と「全員参加」を促します。

研修のねらい
■ 社会人としての心構えや基礎知識を体得し、今後の実務における活用力や応用力を高めます。
■ ビジネスマナーの基礎知識を、自治体組織や公務の特性に適するようにブラッシュアップします。
■ 社会人として必要な文書作成能力の向上を図り、論理的な思考も身に付きます。

後
期 

（
フ
ォ
ロ
ー
）

1 日 目 2 日 目

1． 職場で学んだ知識・技術
◇ 個人ワーク ・ グループ実習 ◇

2． 担当職務の計画遂行の振り返り
◇ グループ討議 ◇

3． 考え抜く力：問題発見と問題解決
◇ 個人ワーク・グループ討議 ◇

4． 考え抜く力：職場の業務改善

5． チームワーク：合意形成

6． 本日のまとめ

◇ 個人ワーク・グループ実習 ◇

◇ グループワーク ◇

1． ビジネスマナー・チェックリストからの発見
◇ グループ討議 ◇

2． ビジネスマナーの振り返り
◇ グループ討議 ・ ロールプレイング ◇

3． 対人対応力を高める
◇ グループ討議 ・ ロールプレイング ◇

4． 行動計画書の策定

5． まとめと質疑応答

◇ 個人ワーク・グループワーク ◇

後
期 

（
文
書
表
現
力
向
上
）

1 日 目

1． 自己チェック
◇ 個人ワーク・グループ内相互チェック ◇

2． 構成力の向上
◇ 個人ワーク・グループ内相互チェック ◇

3． 情報整理力の向上
◇ 個人ワーク ・ ケーススタディ ◇

4． 文書の記述・表現力の向上

5． 総合演習

6． まとめと質疑応答

◇ グループワーク「間違った文章の修正」 ◇

◇ 個人ワーク・グループ内相互チェック ◇

インターバル研修

実
務
系

職
務
能
力（
基
本
）
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